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銭名 国・王朝 初鋳年 枚数 （％）
五銖 後漢 24 3 (0.04)
開元通寳 唐 621 643 (8.05)
乹元重寳当十銭 唐 758 33 (0.41)
開元通寳紀地銭 唐 845 23 (0.29)
天漢元寳 前蜀 917 2 (0.03)
乹徳元寳 前蜀 919 6 (0.08)
咸康元寳 前蜀 925 5 (0.06)
漢通元寳 後漢 948 1 (0.01)
周通元寳 後周 955 2 (0.03)
唐國通寳 南唐 959 4 (0.05)
開元通寳（南唐） 南唐 960 2 (0.03)
宋通元寳 北宋 960 23 (0.29)
太平通寳 北宋 976 64 (0.80)
淳化元寳 北宋 990 62 (0.78)
至道元寳 北宋 995 123 (1.54)
咸平元寳 北宋 998 137 (1.72)
景徳元寳 北宋 1004 153 (1.92)
祥符元寳 北宋 1008 201 (2.52)
祥符通寳 北宋 1008 113 (1.41)
天禧通寳 北宋 1017 189 (2.37)
天聖元寳 北宋 1023 376 (4.71)
明道元寳 北宋 1032 51 (0.64)
景祐元寳 北宋 1034 122 (1.53)
皇宋通寳 北宋 1038 1046 (13.10)
至和元寳 北宋 1054 110 (1.38)
至和通寳 北宋 1054 26 (0.33)
嘉祐元寳 北宋 1056 116 (1.45)
嘉祐通寳 北宋 1056 171 (2.14)
治平元寳 北宋 1064 158 (1.98)
治平通寳 北宋 1064 33 (0.41)
熈寧元寳 北宋 1068 749 (9.38)
熈寧重寳折二銭 北宋 1071 2 (0.03)
元豊通寳 北宋 1078 941 (11.78)
元祐通寳 北宋 1086 748 (9.37)
紹聖元寳 北宋 1094 325 (4.07)
元符通寳 北宋 1098 138 (1.73)
聖宋元寳 北宋 1101 318 (3.98)
大観通寳 北宋 1107 93 (1.16)
政和通寳 北宋 1111 313 (3.92)
宣和通寳 北宋 1119 30 (0.38)
建炎通寳 南宋 1127 1 (0.01)
紹興元寳折二銭 南宋 1131 2 (0.03)
正隆元寳 南宋 1157 9 (0.11)
淳熈元寳 南宋 1174 51 (0.64)
紹熈元寳 南宋 1190 13 (0.16)
慶元通寳 南宋 1195 24 (0.30)
嘉泰通寳 南宋 1201 9 (0.11)
開禧通寳 南宋 1205 6 (0.08)
嘉定通寳 南宋 1208 42 (0.53)
大宋元寳 南宋 1225 2 (0.03)
紹定通寳 南宋 1228 14 (0.18)
嘉熈通寳 南宋 1237 4 (0.05)
淳祐元寳 南宋 1241 16 (0.20)
皇宋元寳 南宋 1253 5 (0.06)
開慶通寳 南宋 1259 2 (0.03)
景定元寳 南宋 1260 19 (0.24)
咸淳元寳 南宋 1265 12 (0.15)
至大通寳 元 1310 5 (0.06)
元化通寳（島銭） 中世日本 1340 ± 10 1 (0.01)
淳化元寳（島銭） 中世日本 1340 ± 10 4 (0.05)
開元通寳（島銭） 中世日本 1350 ± 10 2 (0.03)
海東通寳 高麗 1097 1 (0.01)
和同開珎 奈良 708 1 (0.01)
萬年通寳 奈良 760 1 (0.01)
無文銭 9 (0.11)
不明 76 (0.95)

総計 7986 (100)
※�銭名、国・王朝名、初鋳年は、永井久美男 2002『新版　中世出土銭の分類図版』高志書院を参考にした。

東根市八反遺跡の一括出土銭
　東北中央自動車道の建設にともなう発掘調査で、東根市の
八
はっ
反
たん
遺跡から、大量の古銭が曲

まげ
物
もの
に収められた状態で見つか

りました。
　古銭を約 100 枚ごとにまとめた緡

さし
が良好な状態で残ってい

たため、古銭は曲物から取り上げずに、出土した状態のまま
で保存処理を行ないました。その上で、X線 CT を使って内部
を調査し、ほぼすべての古銭の種類や枚数が判明しました。

　下の写真は、全ての古銭の X線 CT 画像と、X線 CT 画像か
ら作成した緡の収納の様子の CGです。1段に 16 本の緡が渦
巻状に収められ、それが 5段重ねられています。80 本の緡の
うち、70 本は 100 枚ちょうどの古銭がつづられていました。
　古銭の枚数は 7,986 枚です。ほとんどが中国で作られたも
のですが、和同開珎や萬年通寳といった奈良時代の日本で作
られたものも含まれていました。

　右の表は、古銭の種類と枚数をまとめたものです。様々な
種類の銭が使われていたことがわかります。
　最も新しい古銭の年代や、蓋

ふた
として使われていた折

お
敷
しき
の年

輪から、14 世紀末頃に埋められたことがわかりました。
　何のために埋められたのかは不明ですが、銭を保管してお
くための備

び
蓄
ちく
銭
せん
説と、土地の神様にお供えするための埋

まい
納
のう
銭
せん

説の 2つの説が有力です。

最古の古銭
五銖（24 年）

最新の古銭
至大通寳（1310 年）

最多の古銭
皇宋通寳（1046 枚）

日本の古銭
和同開珎（706 年）


